
+
ヘ
正
国
等
六
月
=
申
1

司
国
芳
三
禍
虜
優
物
認
可
{
毎
月
一
個
-
司
寝
符
)
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皐
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町
文
商
学
博
士
米
田
庄
太
郎

申

書

岨

品

回

附

最
近
に
於
け
る
産
業
組
合
金
融
の
動
向
ー
経
章
一
博
士
八
木
芳
之
助

研

究

フ
ラ
ン
ス
一
帝
国
経
済
曾
議

:
-
j
i
-
-

経

済

事

士

松

岡

孝

児

産
業
的
問
ば
営
業
貨
幣
の
流
通
速
度
:
・
経
済
息
子
士
中
谷
賓

七
日
時
代
の
海
運
政
策
の
典
型
:
:
控
室
干
士
明
石
厳
三

商
業
生
産
設
の
諸
性
格
・
:
:
・
:
:
:
・
:
空

Zf士
松

井

清

詩

帆

詰

仙
叢

希
臓
人
の
-
植
民
」
観

中
小
経
営
の
弾
力
性
に
就
い
て
-

川

'
"
a
-
e
sふ・

防
闘
H

H

A

事
剛
司
，

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

農

皐

士

若

木

瞳

一
経
由
主
宇
土
岡
倉
伯
士



周Ii 

Pヂセ~

.:tt... 

フ

フ

ン

ス

一
帝
関
経
済
曾
議

松

岡

主芋

児

月E

言言

第
三
共
和
岡
全
世
界
に
誇
る
フ
ラ
ン
ス
が
、

一
九
三
四
年
各
よ
り
一
九
三
五
年
春
に
か
け
て
謂
は
ゆ
ろ
帝
関
経

捕
併
合
同
議

(Cロ示『内ロ門巾
b
B
E
E
-宮
内

5
1『
一
回
一
叩
)
と
呼
ば
れ
る
一
曾
議
を
召
集
し
た
こ
と
は
、
確
か
に
今
日
の
世

界
経
済
地
盤
従
つ
て
は
そ
れ
と
密
接
不
維
の
聞
係
に
た
つ
各
闘
民
経
稗
地
盤
の
動
向
に
注
目
す
る
も
の
に
と
っ
て

興
味
め
る
問
題
を
奥
へ
た
と
い
っ
て
い
い
c

フ
ラ
ン
ス
は
一
九
二
二
二
年
の
ロ
ン
ド
ン
舎
議
が
失
敗
に
終
っ
た
後
謂
は
ゆ
る
金
プ
ロ
ヴ
ク
を
組
織
し
七
c

こ
の

こ
と
は
周
知
の
通
句
で
あ
る
c

上
述
帝
岡
経
済
合
同
議
は
こ
れ
と
共
に
フ
ラ
ン
λ

軽
油
開
に
現
は
れ
た
特
種
問
題
で
あ

る
。
本
来
こ
の
曾
議
は

f
ギ
ワ
ス
に
於
い
て
大
英
帝
闘
経
掛
聯
盟
運
動
が
一
九
三
一
一
年
に
於
い
て
そ
の
自
治
領
カ

十
ダ
の
首
都
オ
ソ
タ
ワ
に
曾
議
を
催
し
、
謂
は
ゆ
る
オ
ヴ
タ
ワ
協
定
を
通
じ
て
英
帝
闘
の
通
貨
貿
易
欄
暁
閥
係
諸

フ
ラ
ン
ス
帝
聞
経
漕
舎
議

第
川
十
一
巻

ずL

第

競

パ、



フ
ラ
ン
ス
帝
園
経
済
曾
議

第
四
十
一
巻

第

披

O 

i¥ 

問
題
を
吟
味
し
、
少
〈
も
イ
ギ
リ
ス
本
闘
と
イ
ギ
リ
ス
属
領
と
の
聞
に
完
全
な
る
互
窓
又
は
特
車
協
定
の
成
立
を

見
る
に
至
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、

フ
ラ
ン
ス
も
亦
こ
の
傾
向
ぞ
ば
と
り
あ
げ
て
問
題
と
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る

L
」
い
は
れ
て
ゐ
る
。

惟
ふ
に
フ
ラ
ン
ス
腕
梼
は
、

他
じっ
機
合

会1~
J¥こ

る

一
九
一
二
三
年
以
来
そ
の
繁
祭
は
徐
々
に

S
F
L
h

・し、

Z
3
占

Q

F

z

f

q

l

l

l

巾
1
叶

こ
れ
が
創
刊
取
は
訟
に
ア
ヨ
ン
切
ド
問
題
を
さ
へ
生
以
一
し
め
る
に
去
っ
七
の
で
あ
あ
が
、

ιuzhv-
毛
、
ノ

d
t
U
A豊
中
止
品

1Jυ

は
こ
こ
に
イ
ギ
リ
ス
に
倣
っ
て
一
の
会
ア
一
フ
ン
ス
的
経
済
合
議
計
査
が
準
備
さ
れ
、
之
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
本
岡

ー
と
そ
の
海
外
麗
舗
と
の
聞
の
経
掛
的
統
一
を
促
進
せ
し
め
ん
と
す
る
に
至
っ
た
。

フ
ラ
ン
λ

第
三
共
和
闘
が
之
を

」
ザ
園
経
済
合
議
と
呼
ん
で
ゐ
る
意
味
も
、
貨
に
か
か
る
黙
に
於
い
て
、
そ
の
志
義
と
特
性
と
を
見
出
し
得
る
も
の

、
、
、
、
.
、
‘
.
、
、
、
‘
.
、

で
あ
る
。
ぬ
っ
て
そ
は
単
な
る
プ
ラ
ン
月
植
民
地
合
議
で
は
勿
論
な
い
。

尤
も
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
云
へ
ば
、

イ
ギ
リ
ス
は
オ
ヴ
タ
ワ
命
日
議
を
通
じ
て
単
に
貿
易
上
の
互
恵
、
特
恵
協
定

の
問
題
を
解
決
せ
ん
と
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
少
〈
も
英
帝
闘
内
に
於
け
る
通
貨
委
員
合
、
外
国
貿
易
委
員
舎
、

闘
耽
委
員
舎
を
遁
じ
て
イ
ギ
リ
ス
極
構
の
本
質
的
復
興
を
企
闘
せ
る
も
の
で
あ
る
a

併
し
結
論
的
に
云
ふ
と
、
こ

の
命
同
議
は
ま
づ
第
一
に
共
通
貨
憎
制
度
案
が
不
成
功
に
終
り
、
且
つ
金
融
的
諸
案
も
不
成
立
に
終
っ
た
。
こ
の
た

め
或
は
こ
の
曾
議
は
失
敗
で
あ
る
と
も
云
は
れ
て
ゐ
る
o

従
っ
て
フ
一
フ
ン
ス
も
亦
合
同
議
開
催
の
契
機
が
イ
ギ
リ
マ
ハ

の
例
に
倣
っ
た
と
い
ふ
鞘
か
ら
、
そ
の
結
果
も
ま
に
類
似
せ
る
批
判
を
う
け
て
ゐ
な
い
わ
け
で
な
い
。

し
か
し
と
も
か
く
フ
ラ
ン
ス
は
そ
の
謂
は
ゆ
る
い
市
岡
経
済
曾
議
を
通
じ
て
一
臆
の
決
議
を
な
し
、
之
に
よ
っ
て

Le Temps.-ConferellCe de 1a Frnnce metropolitaine e:t de la France d〆outre.
rner. 11. Nov. 1934， p. 2' 
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そ
の
艇
持
の
新
展
開
を
同
ら
ん
と
し
つ
つ
あ
る
c

従
っ
て
そ
の
案
が
如
何
な
る
内
容
を
有
十
円
、

如
何
な
る
鮪
に
於

い
て
オ
ヴ
タ
ワ
舎
説
と
異
つ
て
ゐ
る
か
が
}
知
る
こ
と
は
興
味
な
し

k
し
な
い
。
蓋
し
フ
ラ
ン
ス
は
嘗
て
は
人
・
も
知

る
ご
と
く
イ
ギ
リ
ス
に
先
ん
む
て
世
界
一

そ
の
後
に
於
け
る
杭
民
政
策

の
柏
民
地
所
有
闘
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

の
失
敗
は
そ
の
所
有
せ
ろ
植
民
地
の
大
部
分
を
イ
キ
り
ス
の
占
領
す
る
と
こ
ろ
と
し
た
に
色
拘
ら
や
、
今
日
向
ほ

イ
ギ
リ
ス
に
弐
ヤ
世
界
第
二
の
植
民
地
所
有
闘
で
あ
り
、
而
も
共
の
植
民
政
策
は
著
し
〈
本
園
中
心
主
義
な
る
に

於
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
自
治
主
義
に
劃
し
て
特
段
な
る
針
立
を
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
そ
の
停
統
的

植
民
政
策
に
於
い

τ呉
れ
る
こ

ω
世
界
の
二
大
植
民
地
所
有
闘
が
、

そ
の
本
側
及
植
民
地
命
日
一
械
を
通
じ
て
如
何
な

る
内
容
の
問
組
合
取
り
上
げ
た
か
、
ま
に
そ
の
尖
常
性
は
果
し
て
如
何
ら
る
'b
の
で
あ
る
か
を
吟
味
す
る
こ
と
は

充
分
性
目
す
る
伯
航
を
有
っ
か
ら
で
め
る
。

、
、
、

向
一
一
言
せ
ぎ
る
べ
か
ら
、
さ
る
こ
と
は
、
姦
に
謂
は
ゆ
る
か
W
岡
合
議

(
h
S
F
『
g
円
内
=
=
1
『

E
ぬ

)
E
い
は
れ
る
も

、
、
、
、
、
、
、

一
の
ご
フ
ン
ス
会
瞳
強
化
主
義
の
項
は
れ
で
あ
っ
て
、
素
よ
ち
そ
の
帝
闘
主
義
的
合
議

の
ほ
、

(
(
い

o=『口『内=門町

-E』
)
か
『

U
一回出件。)

正
し
く
昨
べ
ば
「
フ
ラ
ン
ス
本
間
及
海
外
局
館
経
樺
合
議

(
h
s
r
R
R叩

ロ
オ
ラ
ン
に
よ
れ
ば
「
本
闘
の
代
表
者
、

の
意
で
は
な
い
。

市円。=。

ヨ
一
』
巴
巾
色
町
一
恒

F
E
R
E恥押さ吉一一
g
一口町内向門
H
r
E
5
1
5
2
)」
で
あ
る
。

植
民
地
の
代
表
者
、

北
ア
フ
リ
カ
及
委
任
統
治
の
代
表
者
並
に
海
外
大
植
民
地
の
土
人
代
表
者
が
共
通
の
樺
威
、

例
へ
ば
植
民
省
の
司
宰
の
下
に
フ
ラ
ン
ス
帝
園
全
瞳
に
於
い
て
集
合
せ
る
合
議
」
で
あ
る
。

ピ
U
Y

ャ
は
「
フ
ラ
ン
ス
は
そ
の
歴
史
上
の
危
機
に
於
い
て
は
常
に
そ
の
運
命
の
迫
及
に
必
要
な
カ
セ
見
出
さ
?

フ
ラ
ン
ス
帝
国
経
部
曾
議

第
四
十
一
巻

第
二
披

F、
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フ
ラ
ン
ス
帝
同
経
湾
舎
議

第
四
十
一
巻

第

披

ヘ
川

ド
は
お
か
な
か
っ
た
」
と
云
っ
て
ゐ
る
が
、
此
の
合
同
議
は
買
に
か
く
の
ご
と
く
最
近
フ
ラ
ン
ス
を
襲
ひ
っ
つ
め
る

経
済
危
機
に
針
し
、
そ
の
謂
は
ゆ
る
救
閥
的
侠
復
政
策
の
探
究
に
向
っ
て
召
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

は
サ
ロ
オ
を
し
て
次
の
ご
と
〈
叫
ば
し
め
て
ゐ
る
。

こ
の
こ
と

「
植
民
政
策
は
今
や
敏
人
の
専
門
家
に
樹
占
き
れ
る
こ
と
を

許
さ
、
ざ
る
仁
王
っ
た
。
そ
は
一
の
問
民
思
想
と
な
わ
新
精
神
の
制
止
記
者
と
な
っ
て
一
一
層
明
確
に
こ
の
偉
大
な
植
民

地
生
活
合
ぱ
フ
-
7
J
Y

ス
生
活
に
結
令
せ
し
め
る
と
と
も
に
、
海
外
フ
ラ
ン
ス
が
将
来
そ
の
進
行
過
耗
に
於
い
て
示

す
新
し
き
力
ぞ
叫
っ
て
耐
幽
を
日
日
刊
俗
な
ら

L
め
h

加
闘
の
中
特
有
舎
川
以
化
3
川
V-

る
と
こ
ろ
の
次
第
に
引
目
5
れ
つ
う

め
る
相
互
運
動
で
あ
る
」
と
c

こ
の
こ
と
は
従
来
こ
の
合
議
の
主
張
者
た
る
サ
ロ
ウ
の
言
葉
と
し
て
特
に
注
目
し

吟
味
す
べ
き
で
あ
る
c

尤
も
、

か
く
の
ご
と
手
傾
向
は
必
す
し
も
最
近
の
存
在
で
は
な
い
c

世
界
大
戦
は
己
に
フ
ラ
ン
ス
本
岡
と
其
の

海
外
属
舗
と
の
閥
係
を
軽
油
開
的
政
治
的
精
神
的
に
強
化
せ
る
も
の
と
見
る
べ
〈
、
従
つ

τ
こ
の
帝
閉
経
済
合
議
は

こ
の
相
互
関
係
を
ば
一
一
暦
憐
大
せ
る
盤
情
的
統
一
に
ま
で
殺
展
せ
し
め
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
か
広
一
で
あ
ふ
ゲ

結
局
か
く
の
ご
と
き
意
味
に
於
い
て
問
題
は
一
躍
オ
ヴ
タ
ワ
曾
議
に
つ
い
て
鯛
れ
る
必
要
が
ゐ
る
や
う
に
思
は

れ
る
。
併
し
ん
ー
は
そ
の
徐
裕
は
な
い
。
従
う
で
こ
の
論
述
は
他
の
機
舎
に
ゆ
づ
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
己
こ
で
は
専
ら
ア

ラ
ン
ス
に
於
け
る
共
の
謂
は
ゆ
る
帝
園
経
捕
併
合
議
の
成
立
組
織
及
び
そ
の
決
議
内
容
に
つ
い
て
述
べ
、
共
の
聞
に

か
く
の
ご
と
き
曾
議
が
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
軽
漕
に
於
い
て

於
い
て
そ
の
オ
ッ
タ
ヲ
曾
議
に
劃
す
る
特
性
を
論
じ
、

有
つ
意
義
を
批
判
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
オ
ッ
タ
ワ
合
議
に
つ
い
て
は
説
明
上
之
を
必
要

E
寸
る
に
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於
い
て
適
宜
収
扱
ふ
に
止
め
る
つ

ー
ー

フ
ラ
ン
ス

ι於
け
る
帯
園
陸
暦
曾
謹
の
成
立
と
組
織

一
九
二
二
年
フ
ラ
ン
ス
は
植
民
地
博
資
命
同
を
バ
リ
ノ
に
開
催
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
大
統
領
戸
プ
ラ
ン
は
一
九
一
一
一

四
年
十
二
月
一
一
一
日
今
次
の
常
闘
極
端
併
合
同
議
の
開
舎
に
際
し
そ
の
営
時
に
つ
い
て
次
の
ご
と
く
語
っ
た
。

一寸

の
嘗
時
(
一
九

一
年
)
フ
ラ
ン
ス
組
民
地
は
そ
が
既
に
Mm
験
し
た
危
機
を
忘
れ
て
ゐ
た
の

だ
が
岐
に
恐
慌
の
先
駆
的

兆
候
は
あ
ら
は
れ
て
ゐ
だ
の
で
あ
っ
た
ュ
熱
帯
主
要
生
産
物
侵
格
山
下
謀
、
換
算
の
減
少
、
輪
出
の
制
限
、
共
の
日

然
的
工
事
装
い

5
命
イ
へ
乃
峨
令
、

J
d
J
t
4
4
4ヨ
n
l
l
=

，司4
4
J
t
-
v
υ

，

す
〈

-
1
-
b
S
I
ド
日
誌
乃

E
E
F
-
1
1
2
d
l
J
7
1
〉
』

ー
タ

l
:
4
U
冴

υ・i
;
M
M
F
I
f
e
/
e
t
Q
1
3
J

-
F
J

・

件
μ
1
L
し』

4
u
h
M

く
少
く
も
戦
後
段
年
聞
を
特
償
つ
け
た
明
瞭
な
繁
条
時
代
の
す
ぺ
て
は
ま
だ
す
っ
か
り
は
終
っ
て
ゐ
な
か
っ
た
。

好
況
期
に
於
い
て
そ
の
偉
大
な
希
望
に
打
ち
聞
か
れ
た
杭
民
地
経
掛
は
遠
大
な
希
望
に
充
ち
満
ち
、

か
く
て
過
去

に
な
き
れ
た
努
力
と

E
額
の
信
用
附
典
は
向
ほ
依
然
と
し
て
そ
の
好
結
果
を
想
は
せ
て
ゐ
た
」
と
。

然
る
に
周
知
の
ご
と
く
、
共
後
の
経
過
は
次
第
に
y
-
ア
ン
ス
経
済
含
し
て
危
機
に
翻
せ
し
め
、
特
に
一
九
一
二
三

年
以
後
に
於
い
で
そ
の
傾
向
は
編
著
で
あ
る
。

か
〈
て
一
九
一
一
-
四
年
六
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
椛
民
地
同
盟

(
C
E
S
(
C
E
E
r
H
J
2
2
5由
)
の
年
次
綿
曾
に
於
い

て
合
同
長
Y

1
ヴ
ク
ぱ
遂
に
本
圃
及
♂
植
民
地
生
産
者
の
利
盆
の
た
め
の
協
力
の
必
要
を
説
く
に
至
っ
た
が
、
彼
は

一
見
に
次
の
ご
と
く
謂
ふ
。

「
従
来
か
〈
の
ご
と
き
協
力
連
絡
の
快
除
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
屡
ミ
植

フ
ラ
ン
ス
帝
園
経
漕
曾
議

第
四
十
一
巻

八
五

第

披

Plnnche・りp.cit. p. 828. 
L'lnformation-La defense des int岳rêt~; ，:n[nniaux， 20 JUln 1934 
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フ
ラ
ン
ス
帝
闘
精
療
曾
議

第
四
十
一
巻

四

第

披

八
六

民
地
を
窮
地
に
陥
れ
る
原
因
を
つ
く
っ
て
ゐ
た
の
で
、
之
を
防
ぐ
た
め
一
一
つ
の
計
査
が
た
て
ら
れ
た
。
印
ち
一
は

フ
ラ
ン
ス
植
民
地
聯
合
曾
議

(
h
o
z
P
2
8
F
=
2
2

の
o
一2
3一
目
)
他
は
海
外
フ
ラ
ン
λ

園

【
凶

mmw

〉
虫
色
町
一
丘
一

c
z

民
聯
盟
(
句
作
品
か
『
邑

S
Z
E
5
5
r
号
一
戸
町
包
去
の
〔
一
-
D
Z門
戸

内

e
E
m
『)
で
め
る
が
、
こ
の
一
一
つ
が
夫
ミ
案
骨
立
て
、
以

っ
て
植
民
地
の
粧
掛
的
枇
合
的
援
展
政
策
を
攻
究
し
て
ゐ
る
。
特
に
こ
の
植
民
地
聯
会
合
同
議
は
植
民
地
粧
糠
に
不

可
避
的
に
密
慌
に
闘
係
し
且
つ
一
本
閥
綜
油
併
を
最
も
よ
く
代
表
す
る
者
、
と
各
航
民
地
閣
悼
と
の
閥
係
を
緊
穏
な
ら
し

め
る
戸
山
L

〕
に
努
力
令
し
て
ゐ
る
し

l
u

か
く
の
ご
と
き
闘
係
に
於
い
て
問
題
に
な
る
の
は
、

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
杭
民
地
経
済
市
場
の
有
つ
立
場
で
あ

る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
本
圃
及
び
海
外
局
備
を
統
一
す
る
目
的
を
以
っ
て
、
公
正
正
義
、
連
帯
責
任

な
る
見
地
に
於
い
て
取
扱
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
こ
と
が
主
張
き
れ
て
ゐ
る
。

し
か
し
そ
の
意
味
す
る
土

こ
ろ
は
結
局
、
杭
民
地
を
し
て
本
闘
の
商
品
市
場
た
ら
し
め
八
と
す
る
の
傾
向
金
腕
し
得
ゴ
る
志
の
で
あ
る
と
い

ふ
こ
と
で
め
り
、
た
だ
も
し
本
園
生
産
と
航
民
地
生
産
と
が
全
躍
に
於
い
て
過
剰
を
示
す
場
合
に
は
、
す
べ
て
の

る
の
の
権
利
を
食
章
一
す
る
一
般
的
針
策
が
必
要
で
あ
る
と
ぎ
れ
る
の
意
味
と
解
さ
る
べ
主
が
ご
と
く
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
本
岡
及
植
民
地
経
済
の
研
究
は
特
に
拙
調
さ
れ
る

に
至
っ
た
。
そ
し
て
周
年
十
月
に
は
植
民
相
Y
イ
・
ロ
オ
-
フ
ン
は
借
園
経
持
曾
議
の
必
要
を
説
く
左
共
に
、
特
に

一
か
'
と
も
か
く
L
L
拐

ω
主
張
伝
契
機
と
し
て
、

か
〈
の
如
き
合
議
の
開
催
こ
そ
は
、
貨
に
一
一
億
以
上
の
人
口
と
あ
ら
ゆ
る
海
洋
に
臨
h
u
傾
士
と
公
有
つ
大
フ
ラ
ン

九
の
唯
一
の
希
望
で
あ
ち
、

フ
ラ
ン
ス
は
之
に
よ
っ
て
権
利
と
正
義
と
平
和
と
を
護
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
と

L'In五()Tm:uiηn_Unmessage 巾r~ M. Loui~ I~ ，Jl lin t Ja .Franee r1'outre-mer， 3 
Fev， 1935 
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也
同
じ
、

三
回

か
か
る
事
情
の
下
に
其
海
外
フ
ラ
ン
ス
に
劃
す
る
闘
心
は
次
第
に
具
韓
化
し
政
策
化
す
る
に
烹
つ
に
。

か
く
て
い
恰
岡
純
掛
合
議
は
一
九
一
一
一
四
年
十
二
月
三
日
か
ら
繁
一
九
一
三
五
年
四
月
十
四
日
に
一
章
一
る
聞
に
聞
か
れ
、

四
回
に
亘
る
組
合
に
於
い
て
討
議
が
行
ば
れ
た
が
、
そ
の
一
九
三
四
年
十
一
月
九
日
に
殺
表
せ
る
コ
ミ
ユ

一
不
さ
れ
た
組
織
は
次
の
ご
左
く
で
あ
ム
o

一
ケ
に

合
議
の
組
織
。

他
民
大
臣
は
本
命
日
議
を
以
っ
て
、
本
闘
並
に
植
民
地
が
あ
ら
ゆ
る
闘
係
事
項
を
庚
〈
討
議
す
る
機
合
た
ら
し
め

ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
由
っ
て
在
に
一
不
す
-
1
部
門
の
代
表
者
字
乞
召
集
し
、
舎
議
に
参
加
ぜ
し

b
o

戸ヘ

調
係
行
攻
~
H和
総
代
表
者
。

(一一)

植
民
地
盤
出
上
下
雨
院
議
員
。

植
民
地
最
高
評
議
合
同
選
出
代
表
者
。

ア

}V 

? 
イ

民十
政

委
員
~シ

EEE リ

1;;)ヤ

大
評
議
舎
代
表
者。

チ
ュ
ユ
ス
、

壬
ロ
ソ
コ
、

植
民
地
議
曾
諸
大
委
員
合
代
表
者
共
の
他
。

( 

~. .--、・〆

本
圃
並
に
植
民
地
に
於
げ
る
主
要
閣
韓
或
は
特
定
組
合
の
承
認
せ
る
民
間
代
表
者
。

重
要
植
民
地
及
び
保
護
領
の
士
人
代
表
者
。

右
三
部
門
の
代
表
者
の
人
員
は
総
計
約
二
百
名
に
遣
す
る
o

又
本
合
議
は
、
特
定
事
項
に
閥
し
て
は
、
諮
問
機

フ
ラ
ン
ス
帝
圃
縄
精
舎
議

第

競

第
四
十
一
巻

五ー

J¥ 

七

Le Temps-Conference de la Frn.nce metl叩 olitaineet oe la France d1outre. 
mer (II. Nov. '934. p. 2) 
最高評議曾は練督補弼の機関にし亡侍に財政経済に閲する事項i'"管掌す。
換算閥係の機関じして換算は最車!評議曾に回付を見るに先立ち本機関に於
いて討議票決ぜらる。
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フ
ラ
ン
ス
帝
園
経
済
曾
議

第
四
十
一
巻

一-
~ 
p、

第
二
披

川、

i¥ 

闘
と
し
て
、
参
加
を
求
め
又
は
参
加
の
必
要
を
認
め
た
る
個
人
叉
は
阿
惜
の
意
見
を
徴
す
る
こ
と
も
あ
る
。

本
合
同
議
は
左
の
五
分
科
委
員
命
日
台
設
け
犬
ミ
左
の
事
項
ぞ
管
掌
せ
し
な
。

( 

ーー.
) 

(一一}

/~ 

一一一・、.〆
(
四
)

(
五
)

一
粧
梼
委
員
合

嗣
税
問
題
及
び
一
一
般
艇
梼
政
策
の
討
議
ハ

本
岡
及
び
杭
民
地
生
産
委
員
合
っ

本
問
仏
パ
(
び
柿
民
地
生
産
物
一
賢
日
制
却
の
作
成
M

民
母
体
品
開
物
生
産
倣
件
の
訓
育
及
ひ
い
杭
制
ハ

財
政
委
員
舎
。

珠
算
、
銀
行
、
信
用
問
題
の
討
議
。

植
民
地
諸
施
設
に
闘
す
る
委
員
合
。

錐
道
、
航
空
及
び
水
運
等
の
交
通
運
輸
問
題
の
討
議
、
土
木
事
業
の
計
童
、
諸
施
設
の
改
善
、
観
光
客

の
誘
致
、
宣
停
等
c

一
耽
曾
施
設
委
員
曾
。

世
舎
、
街
生
及
び
教
育
問
題
の
討
議
。

右
委
員
舎
は
必
要
k
認
な
る
場
合
、
之
eT
更
に
各
種
小
委
員
舎
に
分
つ
こ
と
を
得
。

一一一
一
帝
国
経
酒
倉
議
決
議
の
内
容



か
く
の
ご
と
く
し
て
成
立
ぜ
る
常
岡
純
捧
命
日
議
の
開
催
が
賛
、
ら
せ
る
根
本
的
な
特
色
ば
、

フ
ラ
ン
ス
本
圃
並
一
に

そ
の
海
外
領
土
保
護
領
を
め
ャ
っ
て
一
の
す
闘
的
意
誠
を
結
成
せ
る
「
い
あ
る
。
之
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
全
腫
が
一

の
協
同
意
識
又
は
相
互
扶
別
意
識
を
決
定
せ
ん
と
す
る
に
あ
る
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。

併
し
な
が
ら
翻
っ
て
こ
の
協
同
意
説
又
は
相
互
扶
助
意
識
の
賀
践
が
、
如
何
な
る
色
の
で
あ
る
か
に
沈
潜
す
る

と
き
は
、
そ
こ
r
い
燕
さ
れ
る
貫
際
手
段
に
つ
い
て
は
ま
だ
多
く
の
問
題
ぞ
合
土
苫
ろ
を
得
な
い
。

以
下
そ
の
決
議
の
内
容
に
つ
い
て
汗
千
述
べ
る
。
こ
の
決
議
の
内
容
は
、
主
と
し
て
常
岡
純
神
曾
議
常
任
理
事

た
る
C
・
l
J
・
ジ
ヌ
ク
の
説
明
に
芯
〈
つ

彼
に
よ
れ
ば
帝
岡
総
神
命
日
議
決
議
の
内
容
に
於
い
て
住
討
さ
る
べ

Z
靴

は
立
法
意
見
並
に
立
訟
案
、

古一

t
h“『品
L
E巴
:
t
-
r
E
3
-
1
L
主
t
r同
7
5
3

一
町
、

c

品
上
H
'
E
訂
正
、
池

l
謹
ノ
ヂ
格
闘
ド
闘
す
ご
が
高
等
v
d
-心

J
し

J

-
3
c
:一三一-〕

必
I
W噌
φ
M
W司
グ

知
を
論
述
す
る
。

μ
い
立
法
意
見
並
に
立
法
案

l
l常
闘
経
済
合
議
が
驚
ら
せ
る
決
議
は
二
つ
の
方
両
か
ら
匝
別
さ
れ
る
。
第
一

a
F
 

は
立
法
意
見
で
あ
り
、
泊
二
は
立
法
案
で
あ
る
。

立
法
意
見
が
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
仏
か
っ
た
理
由
は
、

決
議
に
た
立
つ
て
そ
の
決
議
が
背
す
と
考
へ
ら
れ

る
あ
ら
ゆ
名
影
響
に
注
意
す
る
必
要
が
め
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
フ
ラ
ン
ス
本
聞
に
掛
し
、
植
民
地
の
オ
レ

ン
ヂ
轍
入
を
増
加
せ
し
め
ゃ
う
と
す
る
場
合
、
そ
は
直
ら
に
ス
ペ
イ
ン
の
輪
出
オ
レ
ン
ヂ
に
影
響
し
て
之
を
減
ぜ

し
め
る
が
ご
と
き
事
情
を
生
十
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
は
ま
だ
直
ち
に
フ
ラ
ン
λ

い
か
劃
外
的
に
採
用
せ
る
貿
易
協
定

に
紙
欄
す
る
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
帝
崎
将
待
合
議

第

披

第
四
十
一
巻

七

i¥. 
九

I4) L'Informationー Le.:'consequences pr<:~li(!llじ討山 1 <1 CIJnfer印 ce ecolJoffilq ue 
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フ
ラ
ン
ス
帝
圃
鰐
済
合
ま

第
間
十
↓
巻

第

教

九
O 

ノ、

こ
れ
が
た
め
本
合
議
に
於
い
て
、
本
因
及
び
植
民
地
聞
の
生
産
物
取
引
に
闘
し
考
慮
を
要
す
る
と
し

τ取
ち
あ

げ
ら
れ
た
も
の
の
敷
は
七

O
O
に
達
し
、
に
蛍
該
生
産
物
の
生
産
調
査
が
一
々
各
別
に
行
は
れ
た
わ
け
で
め
る
c

立
法
意
見
と
共
に
注
意
き
る
べ
き
も
の
に
多
く
の
立
法
案
が
め
る
。
こ
の
法
律
案
も
ま
た
極
め
て
多
方
面
に
そ

の
聯
闘
を
有
っ
て
ゐ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
っ
例
へ
ば
従
来
は
フ
ラ
ン
ス
本
闘
の
小
変
生
産
者
と
印
度
支
那
の
米

生
産
者
と
の
聞
に
は
殆

E
そ
の
影
響
が
考
へ
ら
れ
な
hr
っ
た
が
、
今
同
の
合
議
仁
よ
り
こ
の
事
情
が
明
か
と
な
り
、

じ
れ
ま
で
部
却
3
れ
な
か
什
、
に
協
定
が
政
一
『
V
A

寸
る
に
一
主
つ
わ
一
ご

tbc
こ
れ
で
ふ
る
。
印
私
一
従
来
は
印
度
支
那
の
米

‘
 

•• 

は
フ
ラ
ン
λ

本
闘
に
向
ひ
何
等
割
静
岡
制
の
規
定
を
受
け
あ
こ
と
な
〈
轍
出
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
米
は

フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
小
委
以
外
の
多
〈
の
穀
物
と
競
守
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
本
合
議
に
於
い
て
印
度
支
那
の

米
は
之
を
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
市
場
に
向
け
て
輸
出
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
立
法
案
が
決
議
さ
れ
た
る
が
ご
と
き
こ

れ
で
あ
る
。

向
叉
此
種
の
法
律
案
は
単
に
印
度
支
那
の
米
に
つ
い
て
の
み
で
は
な
い
c

馴
時
、
臨
、
共
他
紡
績
商
品
の
若
干

に
就
い
て
も
同
様
な
取
扱
が
決
定
き
れ
る
に
至
っ
た
c

市
民
に
委
員
舎
に
於
け
る
決
議
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
組
織
の
項
で
述
べ
た
五
分
科
委
員
舎
の
決
議
中
、
本
曾
議

に
於
い
て
注
目

3
れ
た
も
の
は
第
一
の
鰹
稗
委
員
合
及
び
第
二
の
生
産
委
員
曾
の
そ
れ
で
あ
る
。

第
一
の
粍
持
委
員
舎
の
主
振
を
一
括
せ
る
も
の
は
謂
は
ゆ
る
セ
リ
品
イ
報
品
十
円
で
あ
る
1
0

同
報
背
に
よ
る
左
、
今

日
の
事
情
の
限
り
、
植
民
地
市
場
と
本
因
市
場
と
は
、
植
民
地
生
産
物
の
唯
一
の
然
広
一
ぎ
る
も
主
要
な
忍
市
場
主

J.，'Tnfunnntion-La Conference economique imperi;lJe， Un rapport dc :r¥'1. 
弓erruys，1.1， A、ril，1935， '5) 



し
て
考
へ
ら
九
る
が
、

こ
の
理
由
い
よ
り
フ
ラ
ン
久
制
民
地
に
於
い
て
は
、
明
年
度
に
封
し
七
倍
フ
ラ
シ
の
生
産

利
益
を
像
想
し
て
目
的
り
、
し
か
も
こ
の
利
往
は
数
年
間
に
百
一
っ
て
数
倍
と
な
り
、
本
阿
-b
亦
こ
れ
に
よ
h
ノ
将
来
の

負
携
を
充
分
軽
斌
せ
し
め
る
の
見
込
が
あ
る
と
謂
ふ
。
同
報
体
一
口
は
更
に
附
言
し
て
、
俗
岡
輝
捕
併
合
議
は
常
に
物
僚

水
準
叉
は
物
債
水
準
「
い
劃
す
る
影
響
金
少
か
ら
し
む
べ
き
方
法
の
選
定
を
考
慮
す
る
を
要
す
る
色
の
で
あ
る
B

と
な

一
般
的
に
は
闘
枕
よ
り
も
奨
励
金
を
、
割
営
よ
り
色
優
先
棋
を
推
栴
し
て
ゐ
る
。

し
第
二
の
生
産
委
員
舎
は
次
の
四
小
委
員
合
よ
h
吟
叫
つ
て
ゐ
た
。
印
ち
第
一
は
海
外
嵐
術
へ
の
ご
プ
ン
ス
本
闘
輪

出
を
取
扱
ふ
本
間
生
産
委
員
合
、
活
二
は
鍵
業
生
産
委
員
九
町
、
第
三
は
農
業
生
産
委
員
合
、
第
四
は
農
業
特
別
委

るHj)t--:4. 
0 命

寸7
tち
，) 

て

此
治
問
委
員
舎
の
役
割
は
特
に
フ
白
ブ
ン
ス
制
民
地
の
農
業
呪
状
L
T
肝
究
ぜ
ん
と
や
ぶ
も
の
で
あ

此
等
小
委
員
合
中
第
一
小
委
員
合
の
主
要
決
議
事
項
は
次
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
つ

一
、
海
外
取
引
先
は
本
圃
轍
出
業
者
に
針
し
盆
ミ
吉
一
要
怯
公
有
す
る
も
の
な
る
こ
と

二
、
本
同
生
産
を
ぱ
海
外
市
場
の
需
要
と
見
込
と
に
到
し
調
資
問
A
H
せ
し
め
る
こ
と
の
必
要
な
る
こ
と

三
、
椛
民
地
に
於
げ
る
本
因
輪
出
を
保
護
す
る
こ
、
と
並
に
本
間
生
産
に
負
擦
と
な
る
財
政
的
祉
合
的
負
憶
を
騨

減
せ
し
め
る
こ
と
の
必
要
な
る
こ
と

回
、
海
外
人
口
の
購
買
力
を
増
加
せ
し
め
る
こ
と
の
必
要
な
る
こ
と

一
見
に
第
二
の
錆
業
委
員
合
は
特
に
中
央
鏑
業
調
査
機
関
の
創
設
を
要
求
し
て
ゐ
る
が
、
こ
の
機
闘
は
フ
ラ
ン
ス

フ
ラ

Y

ス
帝
園
経
緯
曾
議

第

盟主

九

第
州
十
一
巻

九
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フ
ラ
ン
ス
帝
園
経
済
合
議

第
同
十
一
巻

九

第

盟主

四
O 

全
闘
の
地
下
四
臓
物
の
利
用
舵
併
に
参
加
す
る
技
術
的
存
在
で
あ
る
(
こ
一
川
監
に
つ
い
て
は
後
述
仰
の
項
笠
間
)
。

ま
た
第
四
の
農
業
特
別
委
員
合
は
フ
ラ
ン
ス
及
び
植
民
地
相
互
の
艇
梼
含
補
ふ
生
産
政
策
組
織
化
の
必
要
含
主

張
し
、
之
に
よ
っ
て
過
剰
生
産
と
同
内
競
雫
と
の
危
険
を
防

σと
共
に
、

土
人
及
び
農
業
使
用
者
を
も
保
護
せ
ん

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
向
ほ
此
外
に
も
統
計
融
の
麟
張
、
農
業
枇
雨
、
森
林
に
闘
す
る
取
扱
機
関
の
創
設
、
農
業

生
産
研
究
に
闘
す
る
科
曲
学
的
技
術
的
委
員
合
の
剤
投
与
ピ
主
張
す
る
l
L
共
に
、
机
氏
世
刊
に
於
げ
る
一
般
事
務
取
扱
微

細
の
設
器
等

?
4
4県
求
し
て
ゐ
人
z

f

ロ
制
民
地
地
設

|

l
植
民
地
施
設
に
闘
す
る
業
は
訪
は
ゆ
る
メ
ノ
レ
ミ
案
と
し
で
著
聞
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の

円
的
は
鑑
道
、
港
穂
、
航
空
路
の
建
設
並
に
衛
生
施
設
で
あ

3
0
従
っ
て
之
に
要
す
る
費
川
は
ま
た
決
し
て
勘
少

な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
資
金
が
如
何
に
し
て
調
整
さ
れ
る
か
と
い
ふ
こ
と
は
、
こ
の
問
題
の
見
透
し
に
於
い
て

鞄
一
脱
す
べ
か
ら
玄
る
も
の
で
あ
る
が
、
結
砧
に
於
い
て
こ
の
資
金
は
上
拘
杭
民
地
施
設
受
往
者
負
駒
山
及
び
珠
算
に

よ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
鈷
に
闘
し
で
は
恐
ら
く
諸
般
の
批
判
が
漁
期
さ
れ
る
。
蓋
し
元
来
航
民
地
に
到
す
る
本
闘
の
施
設
は
ア
ラ

ン
ス
で
は
あ
ま
り
犠
牲
が
捕
は
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
か
ら
で
&
る
c

此
の
地
設
に
於
い
て
最
も
犠
牲
を
抑
っ
た
も
の

は
何
と
い
っ
て
も
イ
ギ
リ
ノ
月
で
あ
る
。
邸
ち
イ
ギ
リ
ス
に
於
い
て
は
己
に
早
〈
一
九
二
九
年
に
於
い
て
植
民
地
問

後
僚
例
(
h
o
一

2
5
-
0
2色
。

-
5
2
7
J九
円
)
が
規
定
さ
れ
、
植
民
地
問
毅
資
会
(
h
o
-
-
=
一
角
伸
一
一
巴
町
〈
己
O
℃
自
白
=
円
明
言
【
】
)

が
設
定
ぎ
れ
て
、
そ
は
珠
算
よ
り
一

O
C市
内
ボ
ン
ド
の
補
助
を
受
け
、
杭
民
地
の
農
業
及
び
工
業
の
間
後
に
之
を

I}Jnformat川】ー叩 cn.p. 2 17) 



使
用
せ
る
の
外
延
に
交
通
箱
設
、
傭
山
の
調
査
経
待
、
衛
生
協
岨
設
等
に
も
営
て
ら
れ
て
ゐ
る
o

ん
3

イ
ギ
リ
ス
に
於

い
て
一
九
三
三
年
度
及
び
一
九
三
四
年
度
の
右
費
目
の
概
要
を
あ
げ
る
と
左
表
の
遁
り
で
あ
る
つ

イ
ギ
リ
ス
植
民
地
問
礎
資
金
表

{
皐
位
ポ
ン
ド
)

税
民
地
開
後
助
成
委
員
曾
に
よ
っ
て
符
ば
れ
る
諸
案
締
結
貰

植
民
地
閑
品
目
助
成
委
員
曾
に
よ
り
認
め
ら
れ
円
諸
案
線
経
費

補
民
地
開
援
助
成
委
員
曾
に
要
求
さ
れ
る
貸
付
鴻
徽

九

同
町三

l聖

九

四

九

「、五

JjLfL-i三ij

凶
回
ヨ
、
一
五
昔

同
九
、
一
一
九
司

目
、
、
恒
三
耳

ニヨ
J
Z
U

」
一
宮
、

2
-
J
d

二
f

斗
一
l
t

し
か
し
こ
の
種
傾
向
は
イ
ギ

9
ス
の
み
で
は
な
い
。

イ
タ
リ
ヤ
に
於
い
て
も
亦
ト
ヲ
。
ホ
リ
、
シ
レ
ナ
イ
、
エ
ワ
ト

リ
ャ
、

y

?

?
の
四
杭
民
地
に
卦
し
て
は
同
種
の
施
設
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
つ

イ
タ
リ
ヤ
に
於
い
て
は
本
闘
は
柄

民
地
珠
算
を
監
督
す
石
の
外
、
そ
の
珠
算
の
均
衡
に
「
渉
し
、

叉
は
そ
れ
に
必
要
と
す
る
財
源
を
も
典
へ
る
も
の

叉
イ
タ
リ
ヤ
で
は
一
九
一
ニ

O
年
に
認
め
ら
れ
た
特
別
資
金
炉
二
つ
あ
る
が
、
そ
の
一

開
殺
に
向
け
ら
れ
、
他
は
各
植
民
地
珠
算
か
ら
得
ら
れ
な
い
新
費
用
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
。

つ
は
航
民
地
農
業

で
あ
る
。

向
ほ
こ
の
種
の
例
は
オ
ラ
ン
ダ
と
蘭
簡
印
度
、

コ
ン
ゴ
オ
の
関
係
に
於
い
て
も
同
様

ペ
戸
ギ
イ
と
ペ
山
戸
ギ
イ
・

で
あ
る
。
従
っ
て
フ
ラ
ン
ス
は
そ
の
植
民
地
保
護
領
等
に
輿
へ
る
施
設
と
そ
の
経
替
と
に
於
い
て
、

此
等
の
困
と

少
〈
も
同
等
の
割
合
の
負
携
を
負
ふ
こ
と
は
、
世
界
的
傾
向
か
ら
見
て
一
懸
賞
然
主
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
帝
園
経
済
曾
議

第
四
十
一
巻

/!Q 

第

披

九

Pichat: op. cit. p. 269 et suiv. 
1922年より [935年に亘ってイタリヤ心軍事貨はぞの制民地に劉し約60億り弓
を費しでゐi30 1922年乃至 193.~年に巨 ξf ダリヤ鮪民地の財政li [1億斗.ooolii.
リラ?あるからこの例は無親し得なし、。
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フ
ラ
ン
ス
帝
凶
経
済
舎
議

第
二
鋭

九
四

第
州
十
一
巻

~q 

或
は
今
日
の
危
機
は
フ
ラ
ン
ス
艇
掛
を
し
て
そ
の
抽
出
算
日
杭
民
地
的
負
捨
を
負
は
し
れ
U

る
こ
と
の
不
可
能
な
る

こ
と
を
説
〈
も
の
も
な
い
で
は
な
い
。
併
し
こ
の
非
難
は
そ
の
要
求
さ
れ
る
犠
牲
と
そ
れ
に
よ
っ
て
驚
ら
3
れ
る

結
果
と
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
事
貨
に
目
を
眠
る
も
の
で
あ
る
c

蓋
し
メ
ソ
シ
ミ
案
に
よ
る
と
し
て

も
、
そ
の
年
負
捨
は
7

一
フ
ン
ス
抽
出
算
四
八

O
憶
に
劉
し
僅
か
に
一

-
五
億
フ
ラ
ン
で
あ
り
、
も
し
之
に
よ
っ
て
7

ラ
ン
ス
小
例
外
側
士
施
設
の
改
革
と
進
歩
と
が
新
き
れ
る
に
於
い
て
は
、

プ
一
ブ

Y

A

本
闘
に
Lι

っ
て
そ
の
商
工
業
上

の
同
勤
扱
に
之
が
深
算
に
叫
則
す
肘
加
の
増
加
絞
り
て
は
失
紫
め
蹴
ル
ノ
等
ん
t

多
く
の
が
影
響
を
生
せ
し
め
る
も
の
で

あ
り
、
こ
の
問
題
の
蹄
結
は
も
は
や
論
議
そ
許
さ
な
い
事
情
に
あ
る
c

か
く
て
此
等
の
問
題
を
通
観
す
る
と
き
、
要
求
さ
れ
る
も
の
は
ピ
シ
ャ
も
調
ふ
が
如
く
、
惟
政
府
、
議
令
、
同

家
に
よ
ち
果
3
る
べ
き
義
務
の
み
で
あ
る
。
惟
ふ
に
こ
の
義
務
が
政
府
に
封
し
て
要
求
さ
れ
る
所
以
は
、
政
府
は

海
外
フ
ラ
ン
只
の
施
設
の
仁
め
政
府
資
金
を
設
定
す
べ
き
任
務
公
有
す
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
義
務
が
議
令

に
劃
し
て
要
求
き
れ
る
の
は
、
議
命
日
は
法
律
に
殻
カ
ヤ
」
奥
へ
る
任
務
を
有
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
り
、

叉
最
後
に

こ
の
義
務
が
同
家
に
劃
し
て
要
求
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
案
貫
現
の
成
否
は
一
に
か
か
っ
て
岡
家
に
存
す
る
か
ら
で

あ
る
。い

執
行
機
闘
の
再
組
織

l
l本
合
議
は
政
府
に
劃
し
一
の
執
行
機
関
を
要
求
し
て
ゐ
る
。
そ
の
目
的
は
決
議

の
賀
施
と
合
議
の
召
集
に
ゐ
る
。
蓋
し
併
岡
材
料
棒
合
議
は
毎
四
年
叉
は
五
年
に
開
併
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
で
あ
る
。
向
叉
こ
の
機
闘
の
設
置
に
到
し
て
本
命
日
議
は
政
府
に
到
し
何
等
の
信
用
を
も
要
求
し
て
ゐ
な
い
。
-
吟
4
4

}lichat: op. cjt. pp. 278-279 2口J



に
新
役
員
の
任
命
令
}
も
要
求
し
て
ゐ
な
い
。
尤
色
、
だ
か
ら
と
一
去
っ
て
、
本
合
議
の
要
求
決
議
が
絶
無
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
。

然
ら
ば
そ
の
要
求
し
た
も
の
は
何
で
あ
る
か
。

そ
は
値
民
地
最
高
評
議
員
舎
の
再
組
識
で
み
石
。
即
ち
こ
の
最
高
評
議
員
舎
に
向
ひ
従
来
認
め
ら
れ
て
ゐ
七
色

の
よ
り
一
層
大
な
る
穣
限
を
奥
へ
、
且
っ
そ
の
意
見
を
求
め
る
機
舎
を
も
一
一
層
多
く
認
め
し
め
ん
'
と
す
る
色
の
で

み
の
る
。
そ
の
役
割
は
抽
出
算
を
取
扱
ふ
べ
き
財
政
委
員
合
同
の
役
割
の
外
、
穀
物
委
員
合
、
産
業
委
員
命
同
等
の
そ
れ
が

あ
げ
ら
れ
亡
居
り
、
本
評
議
員
曾
常
任
理
事
は
趨
時
此
等
機
闘
を
行
集
し
得
る
の
椎
眼
。
か
認
め
ら
れ
る
乙
と
に
な

っ
て
ゐ
る
s

向
又
現
在
柿
民
省
に
あ
る
鋪
業
研
究
所
も
亦
そ
の
規
定
か
」
改
め
、
以
っ
て
錨
業
調
査
に
閲
す
る
中
央

臨
安
田
剖
こ
高
C

一Z
h

}

司、

i
J
3
-
-
F
I
F
-
-
hぐ
く

E
t
一

J

J

U

持
団
l
事
H
Z
と
パ
ヨ
こ
L
i
T
3
1
4
2
f
t
え
ご

四

結

雷

以
上
之
を
要
す
る
に
、

ア
一
ア
ン
ス
の
帝
岡
経
済
合
議
は
英
帝
岡
植
民
地
合
議
の
一
不
す
と
こ
ろ
に
鑑
み
、
行
詰
れ

る
フ
ラ
ン
ス
粧
神
特
に
ア
ラ
ン
ス
貿
易
経
梼
の
打
開
を
策
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
明
か
で
あ
る
。
そ
が
専
ら
植
民

Y

一
ア
シ
ス
本
岡
に
謝
す
る
趨
稗
市
場
と
し
、
こ
の
闘
係
を
ぱ
全
7
-
7

ン
ス
経
済
の
A
口
理
化
運
動
の

針
象
と
し
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
馳
で
め
る
。
向
又
祉
合
同
施
設
に
闘
す
る
植
民
地
の
文
化
向
上
φ
昼
間
せ
る
勤
色

地
を
以
っ
て
、

考
へ
ら
れ
る
が
、
併
し
こ
れ
と
て
色
結
局
に
於
い
て
、

フ
ラ
シ
ス
本
岡
経
漕
市
場
の
健
全
強
化
を
意
園
せ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
推
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
c

フ
ラ
ン
ス
帝
同
経
湾
奇
同
議

第
凶
十
一
巻

1"1 

第

盟主

九

五.



フ
ヲ
ン
ス
帝
国
経
潜
舎
義

第
問
十
一
巻

九
六

第

a

時
抗

PH 
四

更
に
こ
の
命
日
議
の
決
議
は
主
と
し
て
商
業
貿
易

ω
方
面
に
偏
り
、

杢
生
産
組
織
に
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
鰹
梼
の
健

会
合
理
化
は
和
ミ
軽
視

g
れ
た
傾
め
る
こ
と
も
今
日
に
於
い
て
注
目
し
て
い
い
馳
で
め
る
c

殊
に
英
帝
闘
植
民
地

合
議
の
構
成
者
は
殆

E
白
色
人
種
で
あ
っ
て

そ
の
問
に
人
種
的
優
劣
の
問
題
は
取
扱
ふ
飴
地
少
き
に
反
し
、

ラ
ン
ス
情
岡
純
捕
命
副
議
の
封
象
の
殆
ど
大
部
分
は
有
色
人
種
で
あ
り
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
の
惇
続
的
植
民
政
策
の
特

色
よ
ち
す
れ
ば
、

イ
ギ
リ
ス
に
比
し
一
層
強
主
要
求
ぞ
な
し
得
だ
り
し
も
の
は
あ
ら
y
d

る
か
L
〕
い
ふ
疑
閣
を
捜
す

仁
針
し

τ、
州
民
際
上
は
此
鮒
へ
の
工
作
が
極
め

τ訟
裕
を
有
勺
て
ゐ
十
こ
と
は
向
ほ
今
後
に
於
け
る
こ
の
積
合
議

の
内
容
に
強
力
性
を
保
た
し
め
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
c

或
は
ま
だ
此
鞘
よ
り
し
て
論
問
的
に
は
フ
ラ
ン
ス
麗
掛
的
不
況
の
行
詩
句
が
生
産
過
程
に
ま
で
千
博
す
る
の
必

要
を
認
め
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
k
い
ふ
こ
止
を
考
へ
る
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
か
く
の
と

と
き
は
一
種
の
思
ひ
過
し
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
六
月
八
日
ラ
げ
ア

Y
が
そ
の
内
閣
ぞ
組
織
し
、
謂
は
ゆ
る
財
政

濁
裁
樺

ee獲
得
せ
る
と
き
に
営
っ
て
彼
が
試
み
た
演
説
中
に
は
「
財
政
肢
態
が
フ
ラ
ン
ス
を
重
麿
す
る
唯
一
の
脅

戚
で
あ
る
。
岡
庫
を
疲
弊
3
せ
貯
蓄
階
級
を
憂
慮
さ
せ
る
の
は
英
え
な
る
抽
出
算
の
赤
字
で
あ
っ
て
、

劃
す
る
わ
r
d
わ
ひ
は
こ
れ
の
み
で
あ
る
:
:
:
c
併
し
糧
費
を
克
服
し
経
費
ぞ
節
減
す
る
だ
け
で
は
不
充
分
で
、
同

氏
程
漕
の
復
興
が
必
要
で
あ
り
、
こ
こ
に
こ
そ
異
の
目
的
が
あ
る
:
:
げ
」
と
云
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
、

フ
ラ
ン
ス
に

フ
ラ
ン
ス
に

於
け
る
不
況
は
単
な
る
流
通
部
面
の
そ
れ
で
は
な
く
て
、
深
〈
そ
の
根
を
生
産
機
構
に
お
ろ
し
て
ゐ
る
根
本
問
題

で
め
る
こ
と
を
示
す
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

フ
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従
っ
て
フ
ラ
ン
ス
同
氏
程
捕
の
根
木
的
改
造
が
問
題
と
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
が

た
め
の
生
産
組
織
合
理
化
の
宜
践
は
、
事
責
上
極
め
て
困
難
な
こ
と
が
深
想
さ
れ
る
。
蓋
し
フ
ラ
ン
ス
に
於
げ
る

不
況
の
根
本
問
題
に
は
輪
出
の
不
振
の
外
に
農
産
物
の
佼
格
問
題
が
あ
り
、

こ
の
貼
は
植
民
地
農
産
物
の
債
格
問

題
と
極
め
て
デ
η
ノ
ケ
エ
ト
な
閥
係
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
c

然
ら
ば
か
〉
る
理
由
に
色
拘
ら
十
向
ぽ
且
つ
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
所
以
は
何
で
あ
る
か
。
惟
ふ
に
フ
ラ
ン

ス
の
外
岡
貿
易
の
総
額
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
の
卦
杭
民
地
貿
易
は
ぞ
の
二
七
メ
ア
セ
ン
ト
を
占
め
て
ゐ
る
。

九
三
四
年
の
最
初
の
七
ヶ
月
に
於
け
る
プ
ラ
ン
ス
の
貿
易
治
額
の
輸
入
超
過
が
阿

O
億
ア
ラ
ン
に
達
し
て
ゐ
る
の

に
反
し
、
植
民
地
よ
り
の
輸
入
超
過
は
僅
か
に
一
億
七
五

0
0高
プ
ラ
ン
に
過
ぎ
な
い
c

と
の
剖
植
民
地
総
間
階

加
こ
そ
は
フ
一
プ
ン
サ
ハ
を
し
て
そ
の
常
闇
紅
捕
併
合
議
ぞ
迅
じ
、
劃
一
外
貿
易
輪
ス
超
過
に
よ
れ
ノ
て
毒
れ
る
打
撃
を
調
和

せ
ん
と
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
明
か
で
J

の
る
。

或
は
ま
た
こ
の
合
議
を
以
っ
て
日
本
及
び
北
米
合
衆
闘
が
最
近
ア
ラ
シ
ス
植
民
地
市
場
に
侵
入
し
て
ゐ
る
と
い

ふ
事
賞
か
ら
、
こ
の
合
議
は
そ
の
防
衛
策
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
宜
質
的
な
目
的
を
有
っ
と
考
へ
る
見
方
も

な
い
で
は
な
い
。
こ
の
問
題
の
精
神
的
な
方
面
、
郎
ふ
り
全
フ
ラ
ン
ス
な
る
る
の
の
自
党
と
い
ふ
方
珂
を
除
い
て
、

こ
の
合
議
が
費
す
寅
質
的
方
面
の
み
に
つ
い
て
論
争
る
な
ら
ば
、
問
題
の
寅
質
は
恐
ら
く
こ
の
種
主
張
を
去
る
こ

と
あ
ま
り
泣
く
は
な
い
で
あ
ら
う
。

フ
ラ
ン
ス
帝
同
経
湾
曾
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